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どうなってるの？
　　 我が家の家計簿

９月定例会で平成28年度決算を認定！
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平成28年度決算の概要
主 な 議 案 審 議
一 　 般 　 質 　 問
シリーズ「議会のおしごと」
賛否の分かれた案件

貯金はできた？

収入は
いくら？
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議案番号 件　　　　　　　　　 名 賛成・反対 議決結果

第 1 号 野木町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 全員賛成 可決

第 2 号 野木町手数料条例の一部を改正する条例 全員賛成 可決

第 3 号 平成29年度野木町一般会計補正予算（第４号） 全員賛成 可決

第 4 号 平成29年度野木町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成 可決

第 5 号 平成29年度野木町介護保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可決

第 6 号 平成29年度野木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可決

第 7 号 平成29年度野木町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 全員賛成 可決

第 8 号 平成29年度野木町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可決

第 9 号 平成29年度野木町水道事業会計補正予算（第１号） 全員賛成 可決

第 10 号 平成28年度野木町一般会計歳入歳出決算の認定 賛成多数 認定

第 11 号 平成28年度野木町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認定

第 12 号 平成28年度野木町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認定

第 13 号 平成28年度野木町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認定

第 14 号 平成28年度野木町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認定

第 15 号 平成28年度野木町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認定

第 16 号 平成28年度野木町営墓地事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認定

第 17 号 平成28年度野木東工業団地周辺開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認定

第 18 号 平成28年度野木町水道事業会計決算の認定 全員賛成 認定

第 19 号 町道路線の認定 全員賛成 認定

第 20 号 政治倫理審査会委員の委嘱につき同意を求めることについて 全員賛成 同意

第 21 号 政治倫理審査会委員の委嘱につき同意を求めることについて 全員賛成 同意

第 22 号 政治倫理審査会委員の委嘱につき同意を求めることについて 全員賛成 同意

第 23 号 政治倫理審査会委員の委嘱につき同意を求めることについて 全員賛成 同意

第 24 号 政治倫理審査会委員の委嘱につき同意を求めることについて 全員賛成 同意

第 25 号 政治倫理審査会委員の委嘱につき同意を求めることについて 全員賛成 同意

第 26 号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 全員賛成 同意

第 27 号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成 同意
追加議案
第 1 号 工事請負契約の締結 賛成多数 可決
追加議案
第 2 号 道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書の提出 全員賛成 可決
追加議案
第 3 号 「議会報告会への意見書」に係る特別委員会設置に関する決議 賛成多数 可決

追加議案
第 4 号 川の日を国民の祝日に定めることを求める意見書 全員賛成 可決

※議案第20号から第25号までは１件１名で６名の委員の選任を取り扱うため、個別の案件として審議しました。

陳　情 件　　　　　　　　　 名 賛成・反対 議決結果

陳　情
第 1 号 「川の日を国民の祝日に定めること」を求める陳情 全員賛成 採択

平成29年9月定例会（９月７日～21日）の議案審議結果
条例の改正や平成29年度一般会計決算の認定などを審議しました。
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平成28年度各会計決算を認定

区　分 予算現額 注1 決算額 不納欠損額 注2 収入未済額 注3
予算現額に対する

決算額の増減
予算現額に対する

決算額の比率

歳　入 87億1,910万円 81億4,027万円 1,328万円 8,755万円 △5億7,883万円 93.4％

区　分 予算現額 注1 決算額 執行率 翌年度繰越額 注4 不用額 注5
予算現額に対する

不用額の比率

歳　出 87億1,910万円 77億8,207万円 89.3％ 6億　906万円 3億2,797万円 3.8％

会計別 区分 予算現額 決算額
予算現額に対する

決算額の増減
予算現額に対する

決算額の比率

国民健康保険特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 33億8,349万円 34億2,796万円 4,447万円 101.3％

歳出 33億8,349万円 32億2,910万円 △1億5,439万円 95.4％

差引残額 1億9,887万円

介護保険特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 18億9,845万円 18億2,819万円 △7,026万円 96.3％

歳出 18億9,845万円 17億6,189万円 △1億3,656万円 92.8％

差引残額 6,630万円

後期高齢者医療特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 2億5,882万円 2億5,634万円 △248万円 99.0％

歳出 2億5,882万円 2億5,435万円 △448万円 98.3％

差引残額 199万円

農業集落排水事業特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 6,662万円 6,602万円 △60万円 99.1％

歳出 6,662万円 5,909万円 △754万円 88.7％

差引残額 695万円

公共下水道事業特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 8億6,525万円 8億7,653万円 1,128万円 101.3％

歳出 8億6,525万円 8億5,023万円 △1,312万円 98.3％

差引残額 2,630万円

町営墓地事業特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 7,222万円 7,291万円 69万円 101.0％

歳出 7,222万円 5,894万円 △1,328万円 81.6％

差引残額 1,397万円

野木東工業団地周辺
開発事業特別会計

（全員賛成で認定）

歳入 3億8,680万円 3億8,680万円 0万円 100.0％

歳出 3億8,680万円 3億7,288万円 △1,392万円 96.4％

差引残額 1,392万円

収　　　入 支　　　出 差　引　額

収益的 注６ 3億9,090万円 3億4,031万円 5,059万円

資本的 注７ 2,086万円 4億4,237万円 △4億2,151万円

 ＊資本的収支に係る不足額4億2,151万円は、内部留保資金等 注８で補てんしている。

注１　予算現額‥‥‥‥年度当初予算の額に補正予算の額などを追加・減額した金額

注２　不納欠損額‥‥‥すでに調定（収入額を決定したもの）した歳入で、徴収ができないと認定した金額

注３　収入未済額‥‥‥当該年度の歳入として調定された徴収金額等のうち、何らかの理由により当該年度の出納閉鎖期日

　　　　　　　　　　　（5月31日）までに納入されなかった金額

注４　翌年度繰越額‥‥会計年度から次の会計年度へ持ち越した金額

注５　不用額‥‥‥‥‥予算現額から支出済額と翌年度繰越額を差し引いた残額

注６　収益的‥‥‥‥‥その年度の収益に対する費用として処理すべき金額（人件費・減価償却費・支払利息等）

注７　資本的‥‥‥‥‥単年度ではなく、支出の効果が翌年度以降数年間に及び、将来の収益に対応する金額（建設改良費）

注８　内部留保資金等‥当年・過年度分損益勘定留保資金、建設改良積立金、当該年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

一 般 会 計　（賛成多数で認定）

特　別　会　計

水道事業会計　（全員賛成で認定）
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歳
入
に
つ
い
て
、町
税
は
予
算
現
額
を

上
回
る
調
定
を
し
、そ
の
調
定
額
の
97
・

４
％
に
あ
た
る
36
億
６
９
７
８
万
４
９
９

０
円
の
収
入
を
確
保
で
き
た
。

　

町
税
の
不
納
欠
損
額
は
、１
３
２
６
万

５
４
１
８
円
で
前
年
度
比
２
７
７
万
４
２

７
０
円（
26
・
４
％
）の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
は
、予
算
現
額
に
対
し
て
、支
出
済

額
77
億
８
２
０
７
万
４
６
１
０
円
、執
行

率
89
・
３
％
、前
年
度
比
で
0.4
ポ
イ
ン
ト
低

く
な
っ
て
い
る
。

　

不
用
額
は
、３
億
２
７
９
６
万
５
３
９

０
円
で
前
年
度
比
６
２
２
８
万
９
７
１
０

円（
16
・
０
％
）の
減
で
あ
る
。

　

多
額
の
不
用
額
が
生
じ
な
い
よ
う
、予

算
額
の
見
積
も
り
方
法
を
検
討
し
、適
切

な
予
算
額
の
算
定
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

地
方
交
付
税
は
、６
億
４
８
６
８
万
３

千
円
で
あ
り
、前
年
度
比
６
３
６
５
万
６

千
円（
８
・
９
％
）の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

財
政
環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

事
務
の
合
理
化
、経
費
節
減
等
の
努
力
を

望
む
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、地
方
交
付
税
の

措
置
は
あ
る
も
の
の
、実
質
的
に
は
借
り

入
れ
で
あ
り
、将
来
負
担
に
影
響
す
る
た

め
、起
債
に
は
慎
重
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

　　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、収
入
未
済
額
が
減
少
し
、納
税
相
談
等

に
よ
る
収
納
率
の
向
上
が
認
め
ら
れ
る

が
、さ
ら
に
被
保
険
者
に
対
し
国
保
制
度

に
つ
い
て
十
分
な
理
解
を
求
め
、保
険
税

滞
納
者
に
対
し
て
は
個
々
の
滞
納
状
況
を

把
握
し
、関
係
各
課
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、さ
ら
な
る
滞
納
額
の
減
少
に
努
め
、収

納
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
望
む
。

　

国
保
の
不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
は
、前

年
度
よ
り
86
万
５
２
６
７
円
の
減
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
も
公
平
な
負
担
の
原
則
を
踏
ま

え
、時
効
前
の
収
納
に
努
め
る
こ
と
を
望

む
。

　

歳
出
で
は
、医
療
費
に
か
か
る
支
出
の

抑
制
の
た
め
、更
な
る
疾
病
予
防
対
策
、特

に
特
定
健
診
及
び
保
健
指
導
の
受
診
率
の

向
上
、適
正
受
診
等
の
啓
発
に
努
め
る
こ

と
を
望
む
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、滞

納
者
に
対
し
て
、負
担
に
対
す
る
公
平
性

の
確
保
の
た
め
に
も
、不
能
欠
損
に
陥
ら

ぬ
よ
う
、よ
り
一
層
の
保
険
料
徴
収
強
化

を
望
む
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、滞
納
者
に
対
し
て
、負
担
に
対
す
る
公

平
性
の
確
保
の
た
め
に
も
、他
会
計
と
の

連
携
を
密
に
し
、引
き
続
き
収
入
未
済
額

の
減
少
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、使
用
料
の
公
平
な
負
担
を
期
す
た

め
、徴
収
の
強
化
と
接
続
率
の
向
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、執
行
率
が
低
く
多
額
の
不
要
額

が
生
じ
て
お
り
、適
切
な
予
算
額
の
算
定

と
執
行
に
当
た
ら
れ
た
い
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、収
入
未
済
額
が
前
年
度
よ
り
71
万
６

０
９
８
万
円
減
少
し
て
い
る
が
、健
全
運

営
の
た
め
に
一
層
の
収
納
率
向
上
に
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　

町
営
墓
地
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、町
債
の
返
済
と
繰
越
金
の
扱
い
に
つ

い
て
、今
後
の
墓
地
販
売
状
況
、需
要
の
動

向
を
踏
ま
え
、適
正
に
処
理
す
べ
き
で
あ

る
。

　

野
木
東
工
業
団
地
周
辺
開
発
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
、歳
入
歳
出
と
も
に
適

法
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、適
正
で
あ
る
。

　

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、将
来
、思

川
浄
水
場
施
設
整
備
事
業
に
か
か
る
資
金

需
要
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、目
的

資
金
を
確
保
す
る
こ
と
を
望
む
。

　

ま
た
、貸
倒
引
当
金
計
上
に
見
ら
れ
る

不
納
欠
損
額
が
発
生
し
て
い
る
が
、今
後

と
も
収
納
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
望

む
。

　
《
審
査
の
結
果
》

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
書
並
び
に
付
属

書
は
、い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠
し
て

作
成
さ
れ
て
お
り
、計
数
は
正
確
で
、そ
の

内
容
も
適
正
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
。

平
成
28
年
度
各
会
計
決
算
に
関
す
る
監
査
委
員
の
審
査
報
告
概
要

一
　
般
　
会
　
計

特
　
別
　
会
　
計

公
営
企
業
会
計
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（
反
対
）

野　

本　

新　

一　

議
員

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
教
育
委
員
会

制
度
が
改
正
さ
れ
、首
長
が
直
接
教
育
長

を
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。平
成
28
年

10
月
20
日
の
野
木
町
教
育
委
員
会
教
育
長

歓
迎
会
会
費
は
、「
教
育
長
を
任
命
し
た
」

町
長
の
交
際
費
か
ら
の
支
出
は
不
適
切
な

対
応
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。歓
迎
会
に

お
け
る
信
頼
関
係
の
構
築
と
維
持
や
連
帯

感
と
支
出
と
は
別
物
で
あ
る
。

　

野
木
町
を
持
続
可
能
な
ま
ち
と
す
る
た

め
に
も
、そ
の
金
額
や
使
い
方
に
つ
い
て

の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。ル
ー
ル
が
変

わ
れ
ば
、ル
ー
ル
に
従
う
の
が
、本
来
あ
る

べ
き
姿
で
あ
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
賛
成
）

舘　

野　

孝　

良　

議
員　

　

先
ほ
ど
の
反
対
討
論
の
論
旨
は
、町
長

の
交
際
費
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、交
際
費

は
条
例
等
に
沿
っ
て
、厳
密
に
決
め
る
必

要
は
な
く
、町
長
の
裁
量
権
で
決
め
れ
ば

良
い
。

　

ま
た
、他
市
町
と
の
交
際
費
予
算
額
の

比
較
は
、単
純
に
額
だ
け
を
論
じ
て
も
意

味
が
な
い
。町
の
ブ
ラ
ン
ド
品
の
P
R
等

は
別
途
予
算
化
し
て
あ
る
こ
と
が
多
い
か

ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、交
際
費
を
規
制

し
過
ぎ
れ
ば
、町
行
政
が
委
縮
し
、円
滑
な

行
政
運
営
の
妨
げ
に
な
る
。

反
対
討
論
に
納
得
し
か
ね
る
の
で
、賛
成

の
立
場
で
討
論
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
反
対
）

坂　

口　

進　

治　

議
員　

①
町
長
の
交
際
費
に
対
し
て
、平
成
28
年

10
月
20
日
に
支
出
し
た
野
木
町
教
育
委
員

会
教
育
長
歓
迎
会
に
つ
い
て
は
、地
方
教

育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
一
部

法
律
改
正
の
下
、平
成
28
年
９
月
議
会
で

同
意
を
得
て
町
長
の
任
命
す
る
部
下
の
歓

迎
で
あ
り
、首
長
の
任
命
す
る
部
下
の
歓

迎
へ
の
公
金
支
出
は
、不
適
当
な
支
出
で

あ
る
。 

②
野
木
ブ
ラ
ン
ド
の
ぎ
あ
か
り
17
ケ
ー

ス
・
ひ
ま
わ
り
油
１
ケ
ー
ス
・
手
土
産
53
件

の
配
布
先
が
不
明
で
あ
り
、使
途
不
明
に

な
っ
て
お
り
詳
細
な
記
載
を
す
る
こ
と
。

③
支
出
基
準
を
規
定
し
町
民
が
分
か
り
や

す
い
公
金
支
出
を
す
る
こ
と
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
賛
成
）

黒　

川　
　

広　

議
員　

　

賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
申
し
上
げ

る
。

　

議
員
必
携
で
は
、議
会
の
決
算
認
定
制

度
の
意
義
は
、歳
入
歳
出
予
算
執
行
の
結

果
を
総
合
的
に
確
認
・
検
証
し
て
そ
れ
に

よ
っ
て
予
算
効
果
と
行
政
効
果
を
判
断

し
、予
算
審
議
・
財
政
運
営
に
役
立
て
る
こ

と
で
あ
っ
て
、こ
と
さ
ら
決
算
認
定
を
不

認
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
あ
る
。過
去

に
不
認
定
し
た
実
例
は
あ
る
が
、そ
の
理

由
は
法
律
違
反
に
該
当
す
る
会
計
処
理
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。審
議
の
結
果
、歳
入

歳
出
と
も
、特
段
不
認
定
と
す
る
事
由
は

な
い
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。　　
　
　

討　
　
　
　
　

論

平
成
28
年
度
野
木
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

　

野
木
町
地
籍
調
査
成
果
品
で
あ
る
台
帳

等
の
閲
覧
等
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
た

め
、本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

　

予
算
に
１
８
９
６
万
４
千
円
を
追
加

し
、総
額
を
79
億
２
１
２
０
万
５
千
円
と

す
る
。

　

こ
れ
は
、経
営
体
育
成
支
援
事
業
費

補
助
金（
８
０
４
万
円
）の
増
、は
く
う

ん
の
木
公
園
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
工
事

（
４
８
０
万
円
）の
増
、介
護
保
険
特
別
会

計
繰
出
金（
４
１
８
万
円
）の
増
な
ど
が
主

な
理
由
で
あ
る
。

条
例
の
一
部
改
正

補

正

予

算

野
木
町
手
数
料
条
例
の

一
部
改
正

一 

般 

会 

計 （
第
４
号
）
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（
工
事
名
）

　

  

野
木
町
公
民
館
望
楼
解
体
等
工
事

（
契
約
の
方
法
）

　

  

一
般
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

　

  

５
５
４
０
万
円

（
契
約
の
相
手
方
）

　

  

宇
都
宮
市
中
戸
祭
１
丁
目
13
番
27
号

　

  

日
豊
工
業
株
式
会
社

（
工
事
概
要
）

　

  

・
公
民
館
望
楼
解
体
工
事

　

  

・
外
壁
石
綿
撤
去
工
事

（
工
期
）

　

  

着
手
の
日
か
ら

　

  

平
成
30
年
３
月
15
日
ま
で

（
反
対
）

宮　

﨑　

美
知
子　

議
員　

　

契
約
金
額
は
、工
事
概
要
に
照
ら
し
高

過
ぎ
る
。入
札
も
不
透
明
で
あ
る
。解
体
工

事
費
と
も
連
動
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工

事
も
不
透
明
で
あ
る
。

　

臨
時
会
を
過
ぎ
て
私
は
、ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
面
積
の
正
確
性
を
期
す
た
め
、教
育

　

予
算
か
ら
１
３
１
万
９
千
円
を
減
額

し
、総
額
を
35
億
９
４
６
１
万
９
千
円
と

す
る
。

　

こ
れ
は
、人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与

費（
１
３
２
万
円
）の
減
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　

予
算
に
２
５
９
２
万
５
千
円
を
追
加

し
、総
額
を
18
億
８
６
２
万
８
千
円
と
す

る
。

　

こ
れ
は
、前
年
度
決
算
に
伴
う
一
般
会

計
へ
の
繰
出
金（
２
０
４
２
万
円
）、事

業
精
算
に
よ
る
国
庫
負
担
金
等
返
納
金

（
１
３
２
万
円
）、人
事
異
動
に
よ
る
職
員

給
与
費（
４
１
９
万
円
）の
増
、に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

予
算
に
１
７
９
万
６
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
億
５
８
４
４
万
５
千
円
と
す

る
。

　

こ
れ
は
、（
20
万
円
）、決
算
に
伴
う
一
般

会
計
へ
の
繰
出
金（
１
８
２
万
円
）、事
業

精
算
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金（
18
万
円
）の
増
、人
事
異
動
に
伴

う
職
員
給
与
費（
20
万
円
）の
減
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

予
算
か
ら
７
万
６
千
円
を
減
額
し
、総

額
を
６
７
８
３
万
５
千
円
と
す
る
。

　

こ
れ
は
、人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与

費（
８
万
円
）、の
減
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

予
算
か
ら
１
７
３
万
４
千
円
を
減
額

し
、総
額
を
７
億
６
８
２
１
万
１
千
円
と

す
る
。

　

こ
れ
は
、人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

（
１
７
３
万
円
）の
減
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　

収
益
的
支
出
は
、22
万
９
千
円
の
増
、資

本
的
支
出
は
、２
万
４
千
円
の
増
で
、い
ず

れ
も
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補
正
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

野
木
町
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
確
立
の

た
め
、必
要
な
事
項
の
調
査
等
を
行
な
う

た
め
に
設
置
さ
れ
る
政
治
倫
理
審
査
会
の

委
員
で
、平
成
29
年
９
月
30
日
の
任
期
満

了
に
伴
い
新
た
に
選
出
。

〔
識
見
者
〕

・
長
島　

正
義
氏
丸
林
５
６
９
番
地
16

・
長
澤　

政
勝
氏
野
渡
７
８
９
番
地

・
小
川　

信
子
氏
丸
林
３
９
９
番
地
２

〔
公
募
に
よ
る
者
〕

・
伊
東　

正
道
氏
丸
林
２
５
７
番
地
１

・
大
須
賀
啓
子
氏
丸
林
２
２
３
番
地
３

・
永
山　

昌
幸
氏
丸
林
８
８
２
番
地
２

工
事
請
負
契
約
の
締
結

人
　
　
　
　
　
事

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　

（
第
２
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

（
第
１
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計 

（
第
３
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

（
第
１
号
）

討　
　
　
　
　

論

水
道
事
業
会
計 （
第
１
号
）

政
治
倫
理
審
査
会
委
員

介
護
保
険
特
別
会
計 （
第
１
号
）
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町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
活
動
に
関

す
る
意
見
書
に
対
し
、政
治
倫
理
を
問
わ

れ
る
重
要
な
案
件
と
し
て
受
け
止
め
、意

見
書
の
記
載
事
項
に
関
す
る
調
査
を
行

い
、議
会
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
検
討

す
る
機
関
と
し
て
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
。

・
設
置
期
間　

平
成
29
年
11
月
30
日
ま
で

・
委
員
構
成　

議
長
を
除
く
全
議
員

・
委
員
長　

小
杉　

史
朗　

議
員

・
副
委
員
長　

坂
口　

進
治　

議
員

（
反
対
）

坂　

口　

進　

治　

議
員　

①
こ
の
特
別
委
員
会
設
置
は
、元
丸
林
区

長
よ
り
議
長
あ
て
に
出
さ
れ
た「
議
会
報

告
会
へ
の
意
見
書
」に
対
し
て
委
員
会
設

置
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。題
名

次
長
か
ら
解
体
部
分
を
お
聞
き
し
、町
Ｈ

Ｐ
掲
載
の『
入
札
公
告
』の
当
工
事『
意
匠

図
』と
合
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
、１
級
建

築
士
に
正
確
な『
除
去
面
積
』積
算
を
依
頼

し
た
。町
説
明
よ
り
20
％
少
な
か
っ
た
が
、

次
長
は
そ
の
後
、解
体
部
分
を
下
げ
る
訂

正
を
し
た
。

　

当
工
事
の
施
主
は
野
木
町
で
あ
る
。そ

の
野
木
町
に
は
建
築
士
有
資
格
職
員
が

一
人
も
い
な
い
。非
常
勤
で
も
い
い
の
で　

有
資
格
者
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　

当
工
事
を
最
も
熟
知
し
て
い
る
は
ず
の

次
長
す
ら
工
事
概
要
を
掴
ん
で
い
な
い
。

　

こ
れ
を
変
え
な
い
限
り
、今
後
も
こ
の

様
な
契
約
は
後
を
絶
た
な
い
だ
ろ
う
。

　

身
近
な
川
と
遊
び
親
し
み
、自
然
の
大

切
さ
を
学
び
、川
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
記

念
日
と
し
て
、「
川
の
日
」を
国
民
の
祝
日

に
定
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
野
木

町
議
会
か
ら
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情
に
つ
い
て
、総
務
経
済
常
任
委
員
会
審

議
で「
可
決
す
べ
き
」と
な
り
、本
会
議
で

表
決
の
結
果「
採
択
」と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、野
木
町
議
会
は
陳
情
の

趣
旨
に
基
づ
く
意
見
書
を
作
成
し
、政
府

や
国
の
関
係
機
関
へ
こ
れ
を
提
出
す
る
こ

と
を
議
決
し
ま
し
た
。

　

揮
発
油
税
な
ど
の
国
の
道
路
特
定
財
源

の
見
直
し
が
進
む
中
、平
成
20
年
度
よ
り

10
年
間
は
通
常
の
道
路
の
規
格
よ
り
高
水

準
で
あ
る
高
規
格
幹
線
道
路
や
地
域
高
規

格
道
路
の
国
庫
補
助
の
か
さ
上
げ
措
置
を

定
め
て
い
る
が
、平
成
29
年
度
で
期
限
を

迎
え
る
た
め
、野
木
町
議
会
か
ら
政
府
や

国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
し
、引
き
続

き
地
方
道
路
の
整
備
に
係
る
財
源
の
確
保

を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

※
定
例
会
閉
会
後
、意
見
書
は
内
閣
総
理

大
臣
や
財
務
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
、衆
参

両
院
議
長
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

陳
　
　
　
　
　
情

特
別
委
員
会
設
置
決
議

意
　
　
見
　
　
書

総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
事
案
件

「
川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に
定

め
る
こ
と
」を
求
め
る
陳
情

「
議
会
報
告
会
へ
の
意
見
書
」に

係
る
特
別
委
員
会
の
設
置
決
議

道
路
整
備
に
係
る
補
助
率
等
の

嵩
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

議
員
提
案
に
よ
る
議
案

討　
　
　
　
　

論

「
議
会
報
告
会
へ
の
意
見
書
」に
係

る
特
別
委
員
会
の
設
置
決
議

解体間近な野木町公民館望楼
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い
て
い
る
と
し
、あ
た
か
も
買
収
行
為
が

あ
る
か
の
よ
う
に
攻
撃
し
て
い
る
。

　

買
収
は
犯
罪
だ
。事
実
な
ら
意
見
書
提

出
者
本
人
が
警
察
に
訴
え
る
事
だ
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
賛
成
）

黒　

川　
　

広　

議
員　

　

賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
申
し
上
げ

る
。

　

先
の
反
対
討
論
は
、ま
っ
た
く
不
的
確

で
合
理
性
を
欠
く
意
見
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。何
故
な
ら
ば
、意
見
書
は
所
定
の
要

件
を
備
え
て
い
れ
ば
、提
出
者
及
び
内
容

の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
議
長
は
受
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、又
そ
の
取
扱
い
は
、議
長
の

権
限
に
よ
り
請
願
に
準
じ
る
と
判
断
さ
れ

た
限
り
常
任
委
員
会
等
に
付
託
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、今
般
は
、意
見
書
の
内
容
か
ら

特
別
委
員
会
設
置
が
妥
当
と
の
議
会
運
営

委
員
会
の
決
定
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、反
対
の
理
由
は
な
い
。

　

地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
を
示
す
指
針

の
一
つ
で
あ
る「
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
」並
び
に
、そ
の
算
定
の
基

礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、決

算
審
査
の
結
果
、い
ず
れ
も
適
正
に
作
成

さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

報
　
　
　
　
　
告

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率

か
ら
し
て
も
議
会
報
告
会
で
取
り
扱
う
事

件
で
あ
り
、委
員
会
設
置
を
し
て
あ
つ
か

う
も
の
で
は
な
い
。

②「
坂
口
し
ん
じ
議
会
ニ
ュ
ー
ス
」を
配
布

す
る
こ
と
が
、住
民
の
関
わ
り
を
冒
涜
し

て
い
る
稚
せ
つ
な
行
為
と
あ
る
が
、議
会

報
告
を
含
め
た
議
員
活
動
を
規
制
す
る
こ

と
は
、自
治
基
本
条
例
や
議
会
基
本
条
例

に
反
し
町
民
の
知
る
権
利
情
報
公
開
を
阻

害
す
る
行
為
と
思
う
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
反
対
）

宮　

﨑　

美
知
子　

議
員

　

　

特
定
議
員
の
議
員
活
動
を
誹
謗
中
傷
し

攻
撃
し
て
い
る
一
町
民
の
意
見
書
は
、議

会
が
取
上
げ
問
題
と
す
る
よ
う
な
物
で
は

な
い
。ま
し
て
、特
別
委
設
置
な
ど
論
外

だ
。町
民
が
何
か
を
言
っ
て
き
た
ら
何
で

も
取
り
上
げ
る
と
い
う
の
で
は
、議
会
の

見
識
が
問
わ
れ
る
。

　

議
員
が
発
行
す
る
ビ
ラ
を
名
指
し
で
攻

撃
し
て
い
る
。町
政
に
対
す
る
調
査
研
究

活
動
、町
民
へ
の
報
告
活
動
に
対
す
る
攻

撃
は
、憲
法
の
政
治
活
動
、表
現
出
版
の
自

由
、思
想
信
条
の
自
由
を
否
定
す
る
暴
言

で
あ
る
。こ
の
様
な
事
は
言
う
べ
き
で
な

い
と
諭
す
べ
き
だ
。

　

一
議
員
が
多
額
の
現
金
を
有
権
者
に
ま

　野木町議会基本条例制定後、本年度で３回目
となる「平成29年度野木町議会報告会」を開催
しましたところ、例年同様多くの方々にご参加
いただき、活発な意見交換を行うことができま
した。
　ご参加いただきました皆様方には御礼申し上げ
ますと共に、今回お越しいただけなかった方々に
おかれましては、次回以降の報告会には、是非とも
ご参加いただけますようお願い申し上げます。

本会議を傍聴しませんか？
次回の定例会は12月7日
から開催予定です。
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予
算
に
１
２
２
２
万
５
千
円
を
追
加

し
、総
額
を
79
億
２
２
４
万
１
千
円
と
す

る
。

　

こ
れ
は
、野
木
町
公
民
館
望
楼
解
体
工

事
に
係
る
外
壁
塗
装
に
含
ま
れ
る
石
綿
の

撤
去
、お
よ
び
懸
垂
幕
掲
示
用
具
の
設
置

が
追
加
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
工
事
費
の

増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

議案番号 件　　　　　　　　　 名 賛成・反対 議決結果

第 1 号 平成29年度野木町一般会計補正予算（第３号） 全員賛成 可決

第 2 号 工事請負契約の締結 賛成多数 可決

第 3 号 損害賠償の額の決定及び和解 全員賛成 可決

平成29年8月臨時会（8月1日）の議案審議結果
平成29年度一般会計補正予算などについて審議しました。

（
反
対
）

宮　

﨑　

美
知
子　

議
員　

一
、改
修
工
事
先
に
あ
り
き
で
、肝
心
の
事

業
推
進
の
根
拠
が
脆
弱
で
あ
る
。

　

当
工
事
は
、野
木
町
の
地
域
包
括
支
援

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
の
施
設
改
修
だ

が
、そ
の
前
提
で
あ
る
肝
心
の
事
業
の
中

身
が
見
え
て
来
な
い
。

　

又
、利
活
用
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
民
間
委
員
の
欠
席
が
多
く
、議

論
が
深
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

当
初
案
は
思
い
つ
き
と
も
い
え
る
も
の

だ
っ
た
。修
正
案
の
工
事
費
も
相
見
積
り

を
取
ら
な
い
１
社
だ
け
の
予
算
見
積
り

だ
っ
た
。町
民
の
意
見
を
聴
く
な
ど『
そ
も

そ
も
』が
無
い
ま
ま
の
８
千
４
百
万
円
。捨

て
金
に
な
ら
な
い
か
。

二
、契
約
は
取
り
や
め
、改
め
て
、健
康
寿

命
を
延
ば
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
機

能
を
併
せ
持
っ
た
、総
合
型
の
施
設
建
設

を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

県
産
材
を
使
え
ば
県
補
助
金
も
出
る
。

（
工
事
名
）

　

  （
仮
称
）野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト

　

  

セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事

（
契
約
の
方
法
）

　

  

一
般
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

　

  

７
６
１
２
万
円

（
契
約
の
相
手
方
）

　

  

小
山
市
横
倉
新
田
１
７
２
―
28

　

  

株
式
会
社
保
坂
建
築
事
務
所

（
工
事
概
要
）

　

  

・
耐
震
補
強
工
事

　

  

・
改
修
工
事

　

  

・
外
構
整
備
工
事

（
工
期
）

　

  

着
手
の
日
か
ら

　

  

平
成
30
年
２
月
20
日
ま
で

○
野
木
町
大
字
中
谷
地
内
に
お
け
る
交
通

　

事
故
に
係
る
車
の
破
損
事
故

（
町
か
ら
相
手
方
へ
の
賠
償
）

損
害
賠
償
金
額 

98
万
５
７
５
６
円

（
相
手
方
か
ら
町
へ
の
賠
償
）

損
害
賠
償
金
額  

１
万
７
０
０
円

討　
　
　
　
　

論

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

８月１日に会期１日で開催さ
れた臨時会において、３議案
が審議された。

８月
臨時会

補

正

予

算

一 

般 
会 
計 （
第
３
号
）
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9
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

上
位
法
の
改
正
に

伴
う
条
例
の
改
正

を
６
月
議
会
で
可
決
し
、

施
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
を
確
保
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
体

制
で
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。実

施
機
関
で
個
人

情
報
取
り
扱
い
事

務
台
帳
を
記
入
し
、そ
の

台
帳
の
届
け
出
を
受
け

て
町
長
が
管
理
し
て
い

ま
す
。現

状
の
管
理
方
法

は
責
任
者
個
々
人

の
認
識
・
判
断
に
依
存
し

た
も
の
で
あ
る
。個
人
情

報
の
管
理
に
つ
い
て
は

横
断
的
な
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
構
築
す
べ
き
と
思

う
が
。全

庁
的
な
組
織
体

制
を
今
後
検
討
し

た
い
。一

例
を
取
り
上
げ

る
が
、給
与
所
得

等
に
係
る
住
民
税
額
の

現
在
の
通
知
書
は
、個
人

情
報
保
護
の
観
点
で
問

題
が
あ
り
、隣
接
市
の
よ

う
に
袋
と
じ
等
に
早
急

に
切
り
替
え
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

圧
着
式
の
形
で
他

人
の
目
に
触
れ
な

い
形
に
変
更
す
る
方
向

で
対
応
し
た
い
。

総
括
質
問
へ
の
町

長
答
弁
に
お
い
て
、

緊
急
通
報
装
置
に
つ
い

て
は
、平
成
30
年
年
度
よ

り
設
置
費
の
無
料
化
を

図
り
、重
度
身
体
障
が
い

者
の
方
も
対
象
に
含
め
、

利
用
者
の
拡
大
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
に
拡
大
を
図
っ

て
い
く
考
え
な
の
か
。

こ
れ
ま
で
も
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

行
事
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
配
布
、民
生
委
員
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
の
訪
問
な
ど
を

実
施
し
て
き
た
が
、ま

だ
ま
だ
P
R
不
足
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、更
に

P
R
に
努
め
た
い
。

こ
れ
ま
で
も
P
R

に
努
め
て
き
た
上

で
低
調
な
普
及
に
止
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、ビ
ラ
や
広
報
に
よ
る

周
知
主
体
の
取
り
組
み

を
改
め
る
必
要
が

あ
る
。お
年
寄
り
に

と
っ
て
I
T
機
器

は
理
解
し
が
た
い

と
思
わ
れ
る
の
で
、

戸
別
訪
問
に
よ
り

直
接
説
明
を
実
施

す
る
、シ
ル
バ
ー
人

材
を
活
用
し
た
仕

組
み
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
。火

災
報
知
機
の
導
入

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

が
、ど
う
か
。

地
域
の
実
情
に
応

じ
た
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
く
中
で
、シ
ル

バ
ー
人
材
の
活
用
に
つ

い
て
も
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

圧
着
式
の
形
で
他
人
の
目
に
触
れ
な
い
形
に
変
更
す

る
方
向
で
対
応
し
た
い

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら「
住
民
税
額
の
通
知
書
」

を
袋
と
じ
等
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
？

黒川　広　議員

個人情報保護に対応した個別通知

緊急通報設置の設置促進を問う

質問事項
・個人情報保護について
・ お年寄りに住みやすい環境の
実現について

答

答

問問

問

問

問

答

答

答



議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
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質
問
の

問答

平
成
30
年
度
か
ら
の
、本
格
的
な
検
討
委
員
会
の『
全

体
計
画
策
定
』に
よ
り
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

消
防
署
前
の
、通

称『
中
央
通
り
』に

関
し
、質
問
し
ま
す
。　

　『
中
央
通
り
』は
総
延

長
４
，１
１
８
ｍ
、幅
16

ｍ
で
、全
線
開
通
か
ら
約

38
年
経
過
し
ま
し
た
。野

木
町
の
動
脈
と
し
て
、計

り
知
れ
な
い
経
済
効
果

を
い
た
だ
い
て
き
た
が
、

３
年
位
前
か
ら
交
通
量

が
増
え
路
面
の
傷
み
が

激
し
く
、街
路
樹
も
枯
れ

た
り
折
れ
た
り
し
て
景

観
が
悪
く
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、工
業
団
地
造

成
地
に
面
し
た
街
路
樹

は
２
本
し
か
な
く
淋
し

く
感
じ
ま
す
。企
業
誘
致

競
争
で『
選
ば
れ
る
野
木

町
』に
す
る
た
め
、も
っ

と
緑
を
増
や
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　　
　

公
園
、平
地
林
、維

持
管
理
方
法
ま
で

も
含
め
た
町
全
体
の
緑

の
保
全
に
つ
い
て
、平
成

30
年
度
か
ら
本
格
的
に

外
部
委
員
を
含
め
て
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、各

街
路
樹
の
計
画
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

町
道
で
街
路
樹
が
あ

る
の
は
、『
中
央
通
り
』含

む
６
路
線
。30
〜
40
年
経

過
し
支
障
が
出
て『
至
急

伐
採
』し
て
い
る
た
め
、

伐
採
樹
木
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。街
路
樹
の
再

生
・
整
備
、道
路
改
修
に

は
、多
額
の
予
算
を
伴
う

為
、全
体
計
画
を
立
ち
上

げ
て
の
対
応
と
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。　

植
栽
ス
ペ
ー
ス
は

３
５
２
か
所
で
す

が
、現
在
残
っ
て
い
る
街

路
樹
本
数
と
、ピ
ン
ク
ひ

も
巻
き
の
意
味
に
つ
い

て
。

残
存
樹
木
は

１
４
１
本
。無
い

枡
は
、通
行
に
支
障
あ
る

14
本
の
ピ
ン
ク
巻
含
む

２
１
１
か
所
。

中
央
通
り
右
折

レ
ー
ン
工
事
に
つ

い
て
。公

社
委
託
の
工
業

団
地
入
口
と
は
別

に
、①
県
道
佐
川

野
・
友
沼
交
差
点
、

②
駅
前
東
通
り
交

差
点
、③
野
木
幼
稚

園
か
ら
東
に
来
た
交

差
点
の
３
か
所
で
、

来
年
度
以
降
順
次

工
事
を
行
い
ま
す
。

　

中
谷
踏
切
か
ら

東
の
、工
業
団
地『
中

の
通
り
』交
差
点
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

右
折
レ
ー
ン
も
結

構
だ
が
、歩
道
が
狭

く
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

今
の
所
、歩
道
を

ち
ょ
っ
と
縮
め
る
形

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

長澤　晴男　議員

中
央
通
り
街
路
樹
の
景
観
が
悪
い  

選
ば
れ
る
野
木
町

に
な
る
為
、緑
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

問

伐採したままとなっている街路樹

問

答

答

答

問

問答

質問事項

・街路樹の管理について
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9
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

野
木
町
の
主
な
補

助
金
、助
成
金
の

種
類
と
現
状
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

補
助
金
に
つ
い
て

は
、特
定
の
事
業
、

研
究
等
を
育
成
・
助
長
す

る
こ
と
が
公
益
上
必
要

で
あ
る
と
認
め
た
場
合

に
、対
価
な
く
支
出
す
る

も
の
で
す
。ど
ち
ら
も
国

や
地
方
公
共
団
体
が
支

出
す
る
返
済
義
務
の
な

い
お
金
で
す
。

　

町
単
独
事
業
の
補
助

と
し
て
、企
業
誘
致
奨
励

金
、、出
産
祝
い
金
、給
付

型
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

国
、県
の
補
助
金
と
し

て
、児
童
保
育
事
業
の
施

設
型
給
付
費
や
農
業
人

材
力
強
化
総
合
支
援
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

野
木
町
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
支
援
事

業
補
助
金
の
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

事
業
内
容
と
し
て

子
供
の
健
全
育

成
、環
境
保
全
、地
域
交

流
、健
康
づ
く
り
、読
書

の
ま
ち
づ
く
り
、文
化
芸

能
継
承
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
補
助
団

体
は
、平
成
24
年
度

９
団
体
、25
年
度
12

団
体
、26
年
度
９
団

体
、27
年
度
８
団

体
、28
年
度
７
団
体

で
す
。ま
た
、今
年

度
は
審
査
会
に
お

い
て
、公
益
性
、実

現
性
、継
続
性
、独

自
性
な
ど
の
審
査

を
経
て
、４
団
体
が

補
助
対
象
事
業
と

し
て
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

補
助
金
交
付
期
間
は
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
含

め
最
長
５
年
間
で
す
が
、

特
に
町
の
進
め
て
い
る

施
策
や
各
種
計
画
と
関

連
が
あ
り
有
効
と
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て

は
、さ
ら
に
町
の
補
助
事

業
と
し
て
進
め
て
い
る

例
も
あ
り
ま
す
。

新
４
号
国
道
ア
ク

セ
ス
道
整
備
事
業

に
補
助
金
が
支
出
さ
れ

て
い
る
が
、現
在
ま
で
の

支
出
額
と
今
後
の
支
出

予
定
と
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、

古
河
市
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。事
業
費
は
、

国
補
助
金
55
％
、

残
り
を
古
河
市
と

野
木
町
が
折
半
し

て
お
り
、町
支
出

額
は
28
年
度
末
で

１
億
２
千
万
円
で

す
。今
後
１
億
５
百

万
円
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。進
捗
状

況
は
29
年
度
用
地
取
得

率
96
％
、工
事
57
％
で
す
。

平
成
32
年
度
完
成
予
定

で
す
。

町
民
活
動
団
体
が
自
ら
企
画
実
施
す
る
公
共
的
・
公
益

性
の
あ
る
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
伺
い
ま
す

坂口　進治　議員

協働のまちづくり支援事業（畑の会）

新４号アクセス道整備事業現状

質問事項

・ 野木町の各種補助金助成金制
度について

答

答

答

問

問

問



議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

13（　）

問答

地
域
の
課
題
解
決

の
た
め
に
、地
域

ご
と
に
予
算
を
割
り
当

て
る「
地
域
予
算
提
案

制
度
」に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

現
在
、町
で
は
各

区
長
様
を
中
心
に

提
案
さ
れ
る
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。各
区
か
ら
の

自
主
的
な
地
域
主
体
の

提
案
等
が
あ
れ
ば
対
応

し
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
予
算
提
案

制
度
に
つ
い
て
は
、よ
り

活
動
し
や
す
い
方
法
か

ど
う
か
今
後
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
の

場
合
、新
橋
区
の

子
ど
も
た
ち
は
、小
中
学

校
の
段
階
で
、西
側
と
東

側
に
分
か
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、仲
間
意
識
が
非
常

に
高
い
小
学
校
区
を
単

位
と
し
た
地
域
会
議
を

新
た
に
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。そ

こ
で
小
学
校
区
を
単
位

と
し
た
地
域
ご
と
の
予

算
配
分
に
つ
い
て
、町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

地
域
に
は
、い
ろ

い
ろ
な
単
位
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
に
抱
え
る

問
題
は
違
う
と
思
い
ま

す
。

　

地
域
予
算
を
組
み
地

域
で
や
っ
て
も
ら
う
と

い
う
場
合
、た
だ
単
に
要

望
と
い
う
形
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
ど
う
か
と
、

危
惧
さ
れ
る
面
は
あ
り

ま
す
。ど
う
い
っ
た
単
位

で
や
る
か
と
い
う
前
に
、

地
域
課
題
解
決
の
た
め

の
予
算
は
、根
本
的
に
ど

の
よ
う
な
考
え
で
や
っ

て
い
く
か
、そ
の
考
え
の

整
理
か
ら
始
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
の
予
算
配
分
の

権
限
は
、主
役
で

あ
る
町
民
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
は
、最
優
先
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、予
算

の
配
分
の
仕
方
に
つ
い

て
考
え
を
伺
い
ま

す
。

安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
意
味
は

当
然
根
幹
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
ど
う

い
う
形
で
、町
民

が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
の
予
算
配
分

を
で
き
る
か
と
い

町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
予
算
配
分
に
つ
い
て
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い

地
域
づ
く
り
に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
、五
つ
の

小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
地
域
予
算
に
つ
い
て
伺
う

野本　新一　議員

答

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、今

後
ま
た
研
究
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

質問事項
・ 野木町自治基本条例に基づく
「まちづくり」について
・ 第５次野木町行政改革大綱の
基本方針について

新橋小学校区（左）と南赤塚小学校区（右）

問

問

問

答

答
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9
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

先
ほ
ど
議
員
も
ご
指
摘
し
、高
齢
者
の
苦
労
を
伺
っ
た

来
年
度
よ
り
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
参
り
た
い

高
齢
者
か
ら
、ゴ
ミ
出
し
が
辛
い
と
の
声
が
出
て
い

る  

ゴ
ミ
収
集
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
で
き
な
い
か

在
宅
高
齢
者
の
困

り
ご
と
の
一
つ
に
、

集
積
所
ま
で
の
ゴ
ミ
出

し
が
あ
る
。収
集
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
で
き
な
い
か
。

現
在
、ゴ
ミ
出
し

援
助
事
業
も
あ
る

が
、急
速
な
高
齢
化
を
抱

え
、平
成
30
年
度
よ
り
実

施
す
る
。

高
齢
者
か
ら
、生

ご
み
を
新
聞
紙
で

包
み
、紙
袋
で
出
す
の
が

大
変
と
の
声
が
あ
る
。高

齢
者
支
援
の
た
め
に
も
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

購
入
に
補
助
金
を
出
す

べ
き
で
あ
る
。

町
と
し
て
は
、生

ゴ
ミ
の
堆
肥
化
を

推
進
し
て
い
く
の
が
妥

当
と
考
え
て
い
る
。個
別

対
応
の
処
理
機
購
入
へ

の
助
成
は
考
え
て
い
な

い
。

丸
林
で
今
年
、高

齢
者
が
孤
独
死
後

数
か
月
た
っ
て
発
見
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
起

き
た
。飼
い
犬
２
匹
も
死

ん
で
い
た
と
い
う
。こ
の

事
件
を
町
は
ど
う
認
識

し
て
い
る
の
か
。

４
か
月
近
く

も
人
に
気
付

い
て
も
ら
え
な
い

状
態
だ
っ
た
。孤

独
死
の
予
防
に
は

昔
か
ら『
向
こ
う

三
軒
両
隣
』と
い

う
考
え
方
で
、近

所
が
気
軽
に
付
き

合
え
る
こ
と
が
土

台
に
な
る
。声
掛

け
運
動
な
ど
実
施

し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

他
に
も
あ
る
と
聞

く
が
。

潤
島
で
１
件
あ
っ

た
。見
守
り
登
録

や
民
生
委
員
と
関
わ
り

な
け
れ
ば
、孤
独
死
さ
れ

て
も
、町
に
は
基
本
的
に

情
報
は
入
ら
な
い
。

尊
厳
あ
る『
人
の

死
』を
否
定
し
た

今
回
の
事
件
の
一
番
の

問
題
は
、町
行
政
が
４
か

月
も
放
っ
て
お
い
た
事

だ
。町
長
答
弁
は
、行
政

と
し
て
責
任
を
感
じ
て

い
る
と
い
う
答
弁
で
は

な
い
。ご
近
所
の
つ
き
合

い
や
、近
所
の
気
付
き
で

済
む
様
な
問
題
で
は
な

い
。　

　
既
に
現
在
、町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
活

動
し
て
い
る
。そ
の
野
木

町
で
、孤
独
死
の
実
態
す

ら
掴
め
て
い
な
い
の
は

問
題
だ
。町
と
し

て
反
省
は
な
い
の

か
。

各
機
関
と
連

携
不
足
が
あ

る
か
な
と
実
感
し

て
い
る
。反
省
し
て

い
る
。現

在
の
安
否

確
認
策
だ

け
で
は
限
界
が
あ

宮﨑  美知子　議員

高齢者にとってゴミ出しはひと苦労

る
。古
河
市
の
よ
う
な
飲

料
定
期
配
達
を
提
案
し

た
い
。現

在
の
民
間
協
定

で
対
応
す
る
。

質問事項
・ 宅配サービス等による、高齢
者の安否確認策について
・ 在宅高齢者のごみ収集サービ
スについて
・ 家庭用生ごみ処理機購入に対す
る町補助制度の創設について

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問



議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
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問答

現
在
、本
町
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

は
９
４
１
名
お
り
、活
躍

の
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。し

か
も
、国
は
３
年
後
人
口

10
人
に
１
人
の
割
合
、約

２
５
０
０
名
体
制
を
決

め
ま
し
た
。

　
促
進
策
と
し
て
、全
自

治
会
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
の「
出
前
講

座
」を
計
画
し
て
は
。

多
く
の
方
に
認
知

症
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、自
治
会

等
を
対
象
と
し
た
出
前

講
座
を
推
進
し
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
は
、接
し

方
や
具
体
的
な
対
応
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
学
び
ま

す
。

　
そ
の
要
点
を
裏
面
に

記
載
し
た
、携
帯
型
の

「
野
木
町
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
証
」を
発
行
し
、機

運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

受
講
者
全
員
に
配
布
し

て
は
。導

入
に
向
け
て
、

検
討
し
ま
す
。

認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
は
、医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
な
い
、認
知
症
が

疑
わ
れ
る
軽
度
認
知
症

障
害
の
本
人
や
家
族
を
、

集
中
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
関
係
機
関
と
の
接
点

が
少
な
く
、情
報
量
が
乏

し
い
当
事
者
が
、チ
ー
ム

に
相
談
す
る
た
め
の
取

り
組
み
は
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
、民
生
委
員
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
の
訪
問
で
周

知
し
ま
す
。

今
年
度
試
行
的
に
、

認
知
症
カ
フ
ェ
の

実
施
を
公
民
館
・
ホ
ー
プ

館
で
２
回
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

実
施
状
況
を
見
て
来

年
度
以
降
、地
域
で
の
開

催
が
で
き
る
か
検
討
し

ま
す
。

来
年
度
以
降
、「
ミ
ニ
認
知
症
カ
フ
ェ
」が
開
催
で
き
る

か
検
討
し
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、地
域
で
活
躍
で
き
る
環
境

整
備
を
求
め
ま
す

松本　光司　議員

問答

高
齢
者
や
足
の
不

自
由
な
方
が
、身

近
な
集
会
所
等
に
自
由

に
出
入
り
で
き
、聞
き
役

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
、介
護
の
悩
み
な
ど
を

気
楽
に
語
り
合
え
、悩
み

を
共
有
し
、相
談
が
で
き

る
居
場
所
が
必
要
と
考

え
ま
す
。　

　
そ
こ
で
、認
知

症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
に
相
談
を

促
す
中
継
役
と
し

て
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
活
躍
で
き

る「
ミ
ニ
認
知
症
カ

フ
ェ
」の
開
設
を
求

め
ま
す
。

認知症サポート講座の風景

質問事項
・ 認知症サポーターの活用につ
いて
・ 災害時・緊急時の支援体制に
ついて
・ 「とちぎの元気な森づくり」
について

問問

問

問

答

答

答

答



常任委員会

２． 委員会採決 委員会での話し合いを取りまとめ、本会議で議案を可決
すべきか否かを判断します。

１． 委員会審議

常任委員会という行政（町）の業務分野を大きく２つ（総
務経済・文教民生）に分担して、議案に関するさらに詳し
い内容を調査・検討します。（必要に応じて専門家など
の参考人を招いたり、現地確認に出かけたりします。
議員はいずれか一つの委員会の委員に所属し、付託さ
れた議案を可決すべきか否かを判断します。

シリーズ　　「議 会 の お し ご と」  ②

○議会ではどんな話し合いをしているの？　議案の審議って何をするの？

　条例の制定や改正、予算・決算の審議など、町の重要な課題を「議案」といいます。
　議案は本会議で審議（説明や質疑応答による話し合い）を行いますが、より詳しく内容を検討
する場合には、委員会という組織に審議を預けます。
　委員会へ審議を預けることを「委員会付託」といいます。

議案の審議

委員会付託となる議案の審議方法を見てみましょう

本 会 議

２． 質　　　疑　　町長が議案の趣旨（提案理由）を説明します。

３． 答　　　弁　　町長または説明員が議員からの質問に対する回答をします。

１． 議案の説明 提案理由や内容について、町長または説明
員（職員等）が詳しく説明します。

本 会 議

１． 委員長報告 委員会での話し合いの内容と結果を報告します。

２． 質　　　疑 報告内容について、委員長に質疑します。

３． 討　　　論 議案に対する賛否について、賛成または
反対の意見を議員が述べます。

４． 採　　　決 この議案に賛成か反対かを決定します
（多数決による決定）。
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9
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

子
供
た
ち
が
町
の
未
来
を
担
う
大
き
な
力
に
育
っ
て

く
れ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い

町
の
自
立
と
存
続
の
た
め
に
は
地
域
に
密
着
し
た
人

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、町
長
の
考
え
は

舘野　孝良　議員

野
木
町
の
自
立
と

存
続
の
た
め
に
は
、

地
域
に
密
着
し
た
人
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る

が
、町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。持

続
可
能
な
町
づ

く
り
に
は
、地
域
に

密
着
し
た
人
づ
く
り
が

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
ま
す
。町
民
の
中

に
は
様
々
な
技
能
や
知

識
、体
験
を
持
つ
方
が
い

る
の
で
、積
極
的
に
連
携

し
協
力
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
変
有
効
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、各
地
域
で
の
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
、地
域
力
の
育
成

な
ど
そ
こ
に
根
差
し
た

人
づ
く
り
を
行
い
た
い
。

　

さ
ら
に
、子
供
た
ち
が

大
人
に
な
っ
た
と
き
に
、

こ
の
町
に
愛
着
を
持
ち

続
け
、町
の
未
来
を
担
う

大
き
な
力
に
育
っ
て
く
れ

る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

町
の
存
続
の
た
め

に
は
財
政
基
盤
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
だ

が
、10
年
後
の
財
政
状
況

を
ど
う
予
測
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

歳
入
で
は

企
業
誘
致

に
よ
り
現
在
で
は

結
果
が
出
て
い
な

い
が
、平
成
34
年

以
降
は
増
加
傾
向

と
想
定
し
て
い
ま

す
。

　

歳
出
で
は
公
債

費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、10
年
後
は

県
内
の
平
均
程
度

に
な
る
と
予
想
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
経
費
全
般
に

わ
た
る
徹
底
し
た
節
減
、

合
理
化
を
図
り
、新
た
な

財
源
を
確
保
す
る
こ
と

で
財
政
運
営
の
健
全
性

を
保
っ
て
い
き
た
い
。

ア
メ
リ
カ
の
第
35

代
大
統
領
ジ
ョ
ン・

F・
ケ
ネ
デ
ィ
の
言
葉
を

紹
介
し
ま
す
。「
国
が
あ

な
た
に
何
を
し
て
く
れ

る
の
か
を
問
う
の
で
は

な
く
、あ
な
た
が
国
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
欲
し
い
。」
国
を

町
に
変
え
れ
ば
野
木
町

に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
と

信
じ
て
い
ま
す
。今
日
は

子
供
議
会
に
参
加
す
る

方
が
お
見
え
で
す
。学
業

や
就
職
で
町
を
離
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、故
郷
で
あ
る
野
木

町
に
住
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。町
長
は
ど
う
思
い

ま
す
か
。

町
民
の
皆
様

一
人
一
人
が

町
に
対
し
て
、こ
の

町
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
、ど
う
寄
与
し

て
い
け
る
の
か
、そ

う
い
う
ふ
う
に
力

満
ち
て
く
る
町
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
し
、町
民
の
お
一

人
お
一
人
の
中
に
必

ず
そ
う
い
う
力
が

町の将来を担う子供たち（運動会の様子）

潜
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
９
月
議
会
に
お
い

て
議
員
の
皆
様
か
ら
、た

く
さ
ん
の
町
民
の
力
を

き
ち
っ
と
受
け
止
め
、そ

れ
を
生
か
せ
よ
と
い
う
言

葉
を
頂
戴
し
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

質問事項

・持続可能な町づくりについて

問

問

答

答

答

問



常任委員会

２． 委員会採決 委員会での話し合いを取りまとめ、本会議で議案を可決
すべきか否かを判断します。

１． 委員会審議

常任委員会という行政（町）の業務分野を大きく２つ（総
務経済・文教民生）に分担して、議案に関するさらに詳し
い内容を調査・検討します。（必要に応じて専門家など
の参考人を招いたり、現地確認に出かけたりします。
議員はいずれか一つの委員会の委員に所属し、付託さ
れた議案を可決すべきか否かを判断します。

シリーズ　　「議 会 の お し ご と」  ②

○議会ではどんな話し合いをしているの？　議案の審議って何をするの？

　条例の制定や改正、予算・決算の審議など、町の重要な課題を「議案」といいます。
　議案は本会議で審議（説明や質疑応答による話し合い）を行いますが、より詳しく内容を検討
する場合には、委員会という組織に審議を預けます。
　委員会へ審議を預けることを「委員会付託」といいます。

議案の審議

委員会付託となる議案の審議方法を見てみましょう

本 会 議

２． 質　　　疑　　町長が議案の趣旨（提案理由）を説明します。

３． 答　　　弁　　町長または説明員が議員からの質問に対する回答をします。

１． 議案の説明 提案理由や内容について、町長または説明
員（職員等）が詳しく説明します。

本 会 議

１． 委員長報告 委員会での話し合いの内容と結果を報告します。

２． 質　　　疑 報告内容について、委員長に質疑します。

３． 討　　　論 議案に対する賛否について、賛成または
反対の意見を議員が述べます。

４． 採　　　決 この議案に賛成か反対かを決定します
（多数決による決定）。

17（　）
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各議案に対する賛否（議長を除く）

（賛否の分かれた案件のみ記載しています。他の案件は全員賛成で可決されました。）

平成２９年９月定例会

平成２９年８月臨時会

  ９月４日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　　７日　第５回野木町議会定例会（～ 21 日）
10 月 ２日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　　４日　総務経済常任委員会所管事務調査（視察）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （～ 13 日）
　　　６日　全国町村議会議長会正副会長会議
　　 12 日　文教民生常任委員会所管事務調査（視察）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （～ 13 日）
　　　　　　東日本町村議会議長会会長会議（～ 13 日）
　　 16 日　議会全員協議会
　　　　　　「町民からの意見書」に係る特別委員会
　　 23 日   「町民からの意見書」に係る特別委員会
　　 29 日　平成 29 年度議会報告会

９月～10月の活動予定

11 月 ６日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　　　　　第６回野木町議会臨時会
　　　　　　こども模擬議会
　　 15 日　議会運営委員会
　　 17 日　栃木県町村議会議員研修会
　　 22 日　第 61 回町村議会議長全国大会
　　 24 日　議会全員協議会
12 月 ４日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　　７日　第７回野木町議会定例会（会期未定）

※活動予定は編集時現在の日程を記載しておりますので、
　変更・追加されることがあります。

11月～ 12月の活動予定

主 な 議 会 ス ケ ジ ュ ー ル

《編集発行　議会だより編集委員会》

〒329-0195 栃木県下都賀郡野木町丸林571
TEL 0280-57-5106  FAX 0280-57-4190
E-mail:gikaijimukyoku@town.nogi.lg.jp

委員長  折原　勝夫　　副委員長  野本　新一
委　員  小杉　史朗　　委　　員  宮﨑美知子
委　員  坂口　進治　　委　　員  松本　光司

＊ 編 集 後 記 ＊
　小説「舟を編む」（三浦しをん）には、辞書を編纂する
人々を通しての言葉への敬意が描かれている。言葉は言
霊（ことだま）であり、意味があり力がある。実際に耳に
すると、その人柄や思考回路までが想像できてしまう。言
葉の持つ力は、魅力的だが恐ろしくもある。
　議会だより119号の編集作業の中で、たくさんの原稿
を読み、それぞれの思いに触れ、9月議会を振り返ってみ
た。はたして、町民の声をどれだけ反映することができた
だろうか、今後、二元代表制の中で議会改革をどのよう
に進めていったらよいか等々。
　新メンバーによる議会だよりは、歩み始めたばかりで
ある。課題は山積しているが、読むことだけでなく、これ
からは見ることにも力を注いでいきたいと思う。　

議会だより編集副委員長　野本　新一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員

議案等

宮
﨑
美
知
子

×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眞
瀬

　薫
正

小
杉

　史
朗

舘
野

　孝
良

長
澤

　晴
男

柿
沼

　
　守

坂
口

　進
治

黒
川

　
　広

折
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　勝
夫

野
本

　新
一

松
本

　光
司

針
谷

　武
夫

小
泉

　良
一

賛

成

反

対

採
決
結
果

平成２８年度一般会計歳入歳出決算の認定

工事請負契約の締結（野木町公民館望楼解体等
工事）

「議会報告会への意見書」に係る特別委員会設
置に関する決議

工事請負契約の締結（野木町総合サポートセン
ター耐震補強及び改修）

※表内の○は賛成、×は反対、△は離席による採決不参加
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認定

可決

可決

可決

×
×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

10

12

3

1

×

○ ○ ○

× × ×
○ ○

×

○ ○ ○ 8 5


